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はじめに 

オオサンショウウオAndrias japonicus（Temminck, 1836）（図

1）は，日本固有種で，全長 150cm を超えることもある世界最

大級の両生類である（田口, 2017）．本種は，ユネスコ条約によ

る国際希少野生動植物種，国内でも特別天然記念物に指定され

ており，飼育や販売などが禁止されている． 
本種は，主に生息地の喪失と劣化が脅威となっている（IUCN 

SSC Amphibian Specialist Group, 2022）．また，河川本流だけで

なく小さな支流の存在が重要であることがわかっている

（Bjordahl et al., 2020）． 
 
背景（魚道の設置） 

2024 年 3 月，武庫川水系羽束川の支流である原川に魚道が設

置された（丹波篠山市, 2024）． 
この魚道設置以前は，河川内に高さ約 3ｍの落差工があり，オ

オサンショウウオが上流部に遡上するためには，この落差を迂

回し，道路や森林などを経由するしかなかった．羽束川では，

これまで一般社団法人兵庫県自然保護協会らの調査により数多

くのオオサンショウウオが生息していることが知られ（篠山市

立後川小学校, 2010），オオサンショウウオを中心とした羽束川

本川と支流の連続性回復を目的として丹波篠山市によって魚道

が設置された（図 2）． 
 
目的 
 本調査は，砂防河川に設置された魚道の効果について，センサーカメラを用いて生物の利用状況を

調査し，検証することを目的とした． 
 
方法 
調査は，兵庫県丹波篠山市後川新田にあるかじかの里公園で

行った．公園内に設置されている橋脚にタイムラプス対応型セ

ンサーカメラ（Bushunell 社製 トロフィーカムXLT30MP ノー

グロウ SC4K）1 台を設置し，魚道および魚道の下流側末端部全

体が写るように静止画および動画を撮影した（図 3）．撮影は，

2024 年 6 月 24 日から 11 月 7 日までの期間に午後 6 時～翌 7 時

まで 15 分間隔で行った． 
 
 

結果と考察 
７月 9 日および 7 月 27 日にオオサンショウウオが魚道を遡上する様子が撮影された（図 4）． 

図 1 オオサンショウウオ 

図 2 設置された魚道 

図 3 調査の様子 



 

 

 
 
河川上流支流の比較的小規模で流れのある場所は，オオサンショウウオの繁殖場所や幼生の生息場

所になっており（Okada et al., 2008），繁殖期以外は移動せず，繁殖期の前に平均約 200m 上流に移動

し，繁殖期後に平均約 200m 下流に移動することが知られている（田口, 2009）．このため，オオサン

ショウウオは，繁殖に参加するために新たに設置された魚道を利用したことが考えられる． 
今回、原川に設置された魚道は，オオサンショウウオが繁殖期における遡上のために利用している

ことが確認された．魚道などによる河川の連続性回復は，生息域の分断の解消や生息範囲の拡大など

につながる．とくに，オオサンショウウオのように繁殖期に上流部に移動する種にとっては，種の存

続や遺伝的多様性の確保につながることから，本魚道は生物多様性の保全の観点から重要な役割を果

たしていると言える． 
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図 4 魚道を遡上するオオサンショウウオ（A：7 月 9 日、B：7 月 27 日） 


